
 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

ロケの街“あびこ”を動画とマップで紹介する「ＡＲロケーションガイド ロケ地マップ」を改訂、初め

て英語版も制作し、２カ国語（日本語・英語）でＰＲします。 

今版では、昨年末から新たにロケ地に加わり、今月30日に市と手賀沼フィルムコミッションの３者

でＦＣ事業協力協定を締結した、中央学院大学を初掲載。同大が初

回放送分のロケ地となった、話題の特撮テレビシリーズ“超宇宙刑

事ギャバン インフィニティ”を紹介。 

また、昨年、話題の邦画３作品のロケ地となった、市役所本庁舎を

特集しています。 

ロケ地マップには、人気アイドルグループ・トラビスジャパンのミュ

ージックビデオ”Say I do”が撮影された宮ノ森公園など26作品

のロケ地を掲載。このうち中央学院大学など19カ所のロケ地は、ス

マホにＡＲアプリをダウンロードして写真をスキャンすると、ロケ地の

紹介動画が見られます。 

初制作の英語版は、市が加盟している成田空港活性協議会を通

じて、同空港の国内空港最大級を誇る訪日外国人向け、“ビジター・

サービスセンター”などで配布し、国内外からの交流人口の拡大を図ります。また、国内外の映像制

作の関係者が集うロケーションフェアでも配布し、ドラマや映画のロケ地として本市の売り込みに活

用します。 

 観光面では、ＡＲ機能を使うと、ロケ地で“手賀沼のうなきちさん”と一緒に記念写真や動画を撮影

して、簡単にＳＮＳで発信できることから、若者世代に向けて、本市ならではの聖地巡礼の楽しみ方

を提案しています。 

 

◎ＡＲあびこロケーションガイド ロケ地マップ 

発行部数：【日本語版】１万部 【英語版】1,０００部 

サ イ ズ：Ａ４判（見開きは、Ａ２版）  制作費：５５万円 

配布場所：【日本語版】市内公共施設（市役所、アビシルベ、水の館など）、各種イ

ベント会場（ＪＲ我孫子駅やロケーションフェアなど） 

【英語版】市内公共施設（市役所など）、成田空港（第

1ターミナルビル１階ビジター・サービスセンター）など 

 

※3者協力協定締結式の写真は提供できます。 

 

ロケの街 ABIKOを日英２カ国語でＰＲ！ 

「ＡＲ我孫子ロケーションガイド ロケ地マップ」改訂版 発行 

Abiko city 

報道機関各位 

令和 8年 3月 31日 

報道提供資料 

▲市 HP 

【問い合わせ】 

我孫子市 企画総務部 秘書広報課 

あびこの魅力発信室 

担当：深田 

電話：０４－７１８５－２４９３ 



別紙 

◎各面の主な内容 

■表紙(右)   ○昨年、市役所がロケ地となった話題の邦画3作品やドラマ、新たにロケ地に加わっ

た、中央学院大学など９作品のロケ風景を掲載。 

 

■裏表紙(左) ○市長コメント、過去８年間のロケ撮影の支援数とジャンルのグラフ。 

○都内からロケで来訪する撮影スタッフらに交通アクセスの良さと、長期ロケにも対

応できる市内の宿泊施設をＰＲ。 

〇本ガイドの特徴は、COCOARアプリをダウンロードし、ＡＲマーク付きの写真をスキ

ャンすると、ロケ地の紹介動画が見られます。監督や制作側の希望に合う撮影場所

か、来訪せずに本市のロケ地の雰囲気の概要を把握できる。 

 

  
 

 

 

 

 

【英語版】 

・初制作（ＡＲロケーションガイドロケ地ＭＡＰ

英語版の制作は、県内初） 

 

・Amazon など海外からも気軽に視聴でき

るドラマや人気アイドルグループのミュージ

ックビデオなど、海外ファンや訪日外国人に

も本市のロケ地を巡ってもらいやすくする狙

い。 

 

 

 

 

 

 

▲ＡＲロケ地紹介動画「中央学院大学」

（約４分） 



◎主な改訂内容 

■見開き面   

○ロケ地マップでは、話題のドラマや映画のほか、市内の大学生らによる自主制作映画まで２6作

品のロケ地を写真で紹介。このうち、写真にＡＲマークが付いた19カ所のロケ地は、ＡＲ動画でも紹

介。 

○ロケ撮影に協力した、市内の病院や企業、大学など、ロケに協力した市民インタビューを掲載。 

 
■追加ロケ地（３カ所） 

中央学院大学、我孫子聖仁会病院、宮ノ森公園 

  
 

■市役所特集 

 
・昨年公開された話題の邦画３作品やドラマのロケ地として人気の市役所を紹介。 

 

 

 

 

 



■裏面  

  
・都内からの交通アクセスの良さと市内の宿泊施設を紹介 

 
・２０１７年からの８年間で、コロナ禍の落ち込みはあったものの、４００件を超えるロケを支援。５年前

に比べて２倍超のロケ実績。 

 

【ＡＲ機能を使ってロケ地を巡る】 

市マスコットキャラクター“手賀沼のうなきちさん”と、ロケ地で一緒に写真や動画を撮影し、気軽

にＳＮＳに投稿できる機能で、若者世代にアピールします。同世代を市内に呼び込む交流人口の拡

大も狙っています。 

 

 

▲ドラマ「Believe－君にかける橋－」のロケ地・手賀沼遊歩道の桟橋で記念撮影（例） 

 


